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私たちは技術と社会が深く結びつい

た時代に生きている。

これまでの経済成長を通じ、私たち

は技術の進歩が以前の生活、制度や経

済活動に影響を与え、社会を大きく変

えていく様子を見てきた。また逆に、

社会のニーズが市場を通じて技術にフ

ィードバックし、新しい技術展開を促し

ていくことも知っている。

こうした時代に、人々や組織のあり

方に最も大きな影響を与える立場にあ

るのが広い意味でのメディアであり、そ

れを支えるメディア技術である。そして

今、この領域で根幹を揺るがす一大変

化が起こっている。

それは、身近にはLPレコードからCD

への移行であり、ワープロや電子手帳、

パソコンといったデジタル機器のオフィ

スへの浸透である。また、気づかないま

まその恩恵を受けているコンビニ店頭

のPOS、予約やバンキングシステムの普

及である。そして最近話題の「マルチメ

ディア」も、「インターネット」も、これら

の流れの中に含まれる。こうした技術

的史観からの大きな流れ、それはアナ

ログからデジタルへのパラダイムシフト

とでも呼ぶべきものだ。

●

これまでヒトは素材を選び、その性質

を活かすように道具としてのメディアを

作ってきた。たとえば原稿用紙。インク

を気持ちよく吸い取るよう選別された

紙質、ひたすら文字が書き込まれるの

を待ちかまえるようにデザインされた升

目。そこには、素材が醸し出すハーモ

ニー、ヒトと道具の美学とでも呼べる
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関係がある。

このように優れた道具を生み出して

きた私たちの文化は、メディアの開発

においても同じような高みを目指して

進んできた。しかし、映画がフィルムロ

ールを媒体としているが故の限界を持

っているように、アナログ技術をベース

にしたメディアはそれぞれが担わされた

機能の限界を持っている。

これに対してデジタル技術は、私たち

と道具の関係に根源的な枠組みの転換

を促している。その根底にあるのはバ

イナリーな世界観である。そこでは、ア

ナログ機器では表現形式に同梱してし

か渡せなかった情報が、まったく独立し

たものとして取り扱われる。そればかり

か、その表現形式すらもデジタル情報

として流通させることができる。このよ

うに、デジタル機器は媒体と表現を分

かつことによって、アナログ機器の持つ

さまざまな制約を超越し、メディアの

可能性を大きく拡げようとしている。

こうしたデジタル原理を最も忠実に

実現しているのがコンピュータである。

多様な表現を統一して扱う技術として

注目されているマルチメディアも、基本

的にはコンピュータが持っている資質の

一つに過ぎない。そういう意味では、

マルチメディアは、これまで個々のアナ

ログ機器に依存する形で展開してきた

多くのメディア表現を、コンピュータが

作り出すデジタル環境で再統合し、新

たなコミュニケーション世界を構築する

“きっかけ”とみることができる。

このように、マルチメディアが「表現

の再統合」という方向を示していると

すれば、インターネットは表現の領域を

も含む「関係の再統合」という方向を

示しているのではないだろうか。

●

これまで人間の作ってきた組織の、

最も一般的な形は「ツリー構造」だった。

軍隊や企業に見られるように、ツリー

構造は合目的な組織行動を実践する上

では最も効率的な形態とされてきた。

だがこの中では、あらかじめ「個」の役

割は規定され、多様性は抹殺されてし

まう。異なる視点の情報を交換し、そ

れによって未だ明らかではない問題や

目標、新たな可能性を発見しようとす

るには極めて不適当な形である。

これに対して、「ネットワーク」はポイ

ントとポイントの接続、つまり「個」相

互の自由な関係づくりができる形であ

る。そして、この関係の持つ創造性を

さらに拡大していこうとしているのが

「ネットワークのネットワーク」たるインタ

ーネットに他ならない。ネットワークとい

う形が本来持つ「関係構築の機会」を

地球的規模にまで拡大して、さまざま

な情報資源へのアクセスや表現の多様

化を推進している。つまりインターネッ

トとは、「個」の時間と空間をより拡大

していく“きっかけ”として捉えること

ができる。

●

私たちの社会は、すでに新しい原理

のもとに動き始めている。「デジタル化」

は、機器の中身や機能の変更に過ぎな

いと見えるかも知れない。しかし、今や

メディアはヒトの表現や関係のあり方に

大きく介在しつつある。特にメディアの

デジタル化は、アナログ的世界観に立っ

ている私たちの行動規範に大きな影響

を与え、変革を促すはずだ。気づかな

いうちに確実に、社会全体がデジタル

パラダイムのもとに再構成されていくだ

ろう。そうした時代に私たちは生きて

いる。

すると私たちは、えてして「どんな世

界になるんだろう？」と考えてしまう。

しかし、新しい世界の設計図は誰から

か与えられるものではないはずだ。これ

までヒトは、時代時代に手にした道具

を活かし、それによって豊かな生活を

送れるよう社会の枠組みを再編してき

た。そして、その“とりあえずの結果”

が現在の世の中なのだ。私たちの社会

を形づくるさまざまな仕組み・制度は、

みんながそれぞれの時代の中で模索し、

形づくっていくものなのだ。

デジタル環境をどう使い、いかに可

能性を広げていくかは、技術の側から

投げかけられた課題である。私たちは

あらゆるチャンネルを通じて、技術の側

にフィードバックを投げ返さなければな

らない。インターネットは、さまざまな個

の行動を通して、そうした模索が継続

的に行われる、地球規模の実験の「場」

として位置づけることができる。

インターネットをめぐる議論の中で、

「それは第二の電話になるか？」という

設問をしばしば耳にする。確かにその

形は電話網に似ている。しかし、だか

らといってそうした問いを発するべきだ

ろうか？　それより、「インターネットを

第二の電話にしていくのは私たちだ」と

いう自覚をこそ持ちたいものである。
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